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1998年
（平成10年）

2003年
（平成15年）

創立80周年、児童数は470人

市岡小学校110年のあゆみ

子どもたちの思いから始まった社会貢献活動

1996～2005

1996年
（平成８年） 創立８0周年記念式典挙行。（11月16日）

2005年
（平成17年）

運動場防球ネット工事が完了。

1999年
（平成11年）

2000年
（平成12年）

2001年
（平成13年）

2002年
（平成14年）

2004年
（平成16年）

騒音対策により空調機を更新。（国道に近い教室・特別教室等）

児童がアルミ缶を回収し、収益をユニセフに寄付。

玄関にインターフォンを設置。

旧パソコンルームが完成。

玄関に電気錠を取り付け。

運動場に夜間照明を設置。

市岡小学校区教育協議会「はぐくみネット」を開設。

学校教育目標を改定。習熟度別学習を導入。

「はぐくみ盆踊り大会」を市岡小学校にて開催。

地域の協力を得て、「安全見守り隊」を結成。

全校でのアルミ缶回収・ユニセフへの寄付活動

▲『朝日新聞』（1999年9月9日）

  4年生が児童朝会での劇やクイズを通して

「ごみ問題」や「世界の子どもたちの現

状」について発表したことをきっかけに、

アルミ缶の回収活動が始まりました。

　子どもたちの「リサイクルで得たお金で、世

界中の子どもたちにワクチンを贈りたい」とい

う思いから始まったこの活動は、やがて全校児

童に広がり、保護者や地域の方々も参加する取

り組みへと発展していきました。総合的な学習

の時間における実践として、子どもたちの主体

的な思いが、社会貢献や国際理解につながる活

動となりました。

▲創立80周年記念式典のようす（左）と記念集合写真（中央）、航空写真（右）

▲『はぐくみ通信』第1号


